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開発途上国で交通インフラとして最も重要視されている道路について，各援助機関は積極的に新設及び

改修に対する協力を行ってきたが，必ずしも適切な維持管理が行われていないとの報告が目立つ．その結

果，道路の機能低下が進行し，安全上の問題や経済発展への阻害要因ともなっている．このため，日本及

び各援助機関も道路・橋梁の維持管理そのものへの協力を重視してきている．JICA も増加する開発途上国

からの要請に対応し，10 件を越える道路・橋梁維持管理に関する技術協力を実施してきている． 
今回，これまでの協力の総合的なレビューを行い，課題と教訓を整理し，今後の協力の基本的な方針を

検討するための基礎的な調査・研究を実施した．本稿はこの調査・研究の結果を取り纏め，さらに課題・

教訓について，追加分析と提言を示すものである． 
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1.  はじめに 

 

建設されたインフラの維持管理は，道路・橋梁に限

らず先進国では重要な課題となっている．1930 年代に

大量に建設された道路インフラの老朽化が進み，80 年
代に米国の状況が「荒廃するアメリカ」と呼ばれたこ

とはまだ記憶に新しい 1)．その後米国も 1982 年にガソ

リン税率を 23 年ぶりに引き上げ，1998 年には 21 世紀

交通最適化法（TEA-21）の制定による道路投資財源の

確保等により，劣化した道路施設の再生に努めている

もまだ十分ではない．しかしながら，インフラを資産

価値（Asset）とみなし，限られた予算の有効活用をは

かるためのアセットマネジメント（Asset Management）
を積極的に導入してきている． 
日本においても，戦後急速にインフラの整備が進み，

特に 70 年代にピークを迎えたため，今後数十年の間に

集中的に更新の時期を迎えることとなる．道路につい

ては，2009 年 4 月 1 日現在で総延長 1,266,770.4km と

なっている．近年の公共投資が継続的に減少する中，

既に整備されたインフラの維持管理費用，更新の費用

が増大していくことが大きな問題ともなっている．従

って，損傷等が深刻化して大きな費用が発生する大規

模な更新，修復を行う前に，適切かつ定期的な維持管

理による予防保全を行い，Life Cycle Cost（LCC）を縮

減する重要性が増してきている． 
開発途上国では概してまだ道路整備率が低いため，

道路の新設，改良（拡幅，耐荷力増等）にまず優先的

に取り組む必要性があり，この点では先進国とは若干

状況が異なる．しかし，維持管理については，先進国

と同様に重要な問題となりつつある．例えば，定期的

かつ予防的な維持管理不足等に起因し，建設された道

路・橋梁の劣化が進んでいる事例が多発している．こ

の劣化の進行により設計寿命を下回る期間での再整備

が必要となり，新たな投資が発生している．このため，

先進国と比べてより整備予算を圧迫している． 
各援助機関は，道路・橋梁整備の協力において供用

後の維持管理負担軽減に配慮した設計としたり（舗装

厚の増等），維持管理作業を行いやすい設計としている

他，維持管理用機材の調達の協力も行っている．また

独立行政法人国際協力機構（JICA）においては，道路
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関係の維持管理に関する 2 つの集団研修コースも，中

央アジア向けとアフリカ向けに設置している．しかし

対象となる開発途上国においては，予算，技術，制度，

実施方法，組織及び効率等の問題，維持管理の重要性

への認識の問題もあり，実態上維持管理が十分とは言

い難い．過積載や経済発展に伴う計画を超える交通量

等の問題もあり，これらの問題が道路劣化の進行，破

損の拡大等を招き更に状況を悪化させている 2)． 
このような状況のもと，近年，道路・橋梁維持管理

に関する技術支援の協力要請が多く見られるようにな

った．JICA でも，他の援助機関と同様に維持管理に関

する問題の重要性を認識しており，これらの要請に積

極的に答えてきている．今後も，道路・橋梁の維持管

理に関する協力の要望は高く，より効率的かつ効果的

な協力事業実施のために，体系的な情報・教訓等の蓄

積を行う必要が生じている． 
この背景から，JICA はこれまでの道路・橋梁維持管

理に関する技術協力プロジェクトの内，特定地域に偏

らないようアジア，アフリカ，中南米地域からそれぞ

れ代表的なプロジェクトを抽出し，計 10 案件について

調査・研究を行った．この調査・研究では，国別の道

路・維持管理の状況と支援内容をレビューし，情報・

課題・教訓等の抽出とそれらの体系的な整理を行い，

今後の協力実施に資することを目的とした 3)．本稿は

この調査・研究の結果を取り纏めたものである． 
以後，第 2 章に今回の対象国の基礎情報について道

路概況を含め示した．第 3 章では，まず望ましい維持

管理サイクルを明確にした．次に対象国の道路・橋梁

の維持管理，道路セクターの現況整理により，対象国

の現状を 3 分類し，望ましいサイクルとの比較を行っ

た．更に実際の JICA プロジェクトの概況を紹介し，そ

の他の援助機関の状況も付加した．これらは，JICA の

プロジェクト報告書をレビューし，JICA のプロジェク

ト専門家等へ表-1，2，3に示す質問票調査・インタビ

ューを行い，それらの回答（数値データ，記述等）を，

主に 6 基幹要素（資金，組織・人材，技術力，基準類，

データシステム，機材）毎に整理することによった．

次に第 4 章で，抽出された課題と教訓を述べ，今後の

道路維持管理に関する技術協力について，取るべき方

向性と留意点について提言した．第 5 章において，筆

者らによる新たな分析と提言を若干付け加えた． 
 

 

2.  調査・研究対象国の概況 

 

JICA で 2000 年以降実施してきた道路・橋梁維持管

理プロジェクトの内，アジア 4 カ国，アフリカ 2 カ国， 

表-1  対象国維持管理現況に対する主要調査内容 1 
 

概要 

道路延長（道路種別・面積・人口あたり），道路種別

毎の舗装種別，舗装比率・必要補修率，橋種別の橋梁

数，橋梁の必要補修率 

道路関連 

組織・予算 

政策決定機関と実施機関の分離・責任分担内容，研究

機関の有無，国家・地域計画における道路政策，道路

に関する制度，道路予算の財源，道路建設・維持管理

予算の変動傾向，維持管理予算執行率 

道路・橋梁 

維持管理 

道路・橋梁の維持管理施策および達成度，組織体系，

機材状況，維持管理に関する問題点，課題，他の援助

機関の支援活動，維持管理項目，実施状況，実施形態

（直営・民間等），性能規定契約の可能性，民間の状

況（社数・レベル），マニュアルの概要・利用状況，

維持管理パフォーマンス指標の達成状況，過積載の規

制状況，台帳・データベース化の有無，データ更新状

況・利用状況，健全度評価の有無，手法・体制，記録

方法，ライフサイクルコスト分析の有無と内容，長寿

命化対策の有無と内容，予防保全の有無と内容 

 

表-2  対象国維持管理現況に対する主要調査内容 2 
 
概要 道路・橋梁・舗装の概況，課題，問題点，特記事項 

資金 
財源の種類，道路基金の有無・管理組織，道路予算に

占める道路基金及び維持管理予算の割合 

組織・人材 
政策決定機関と事業実施機関の責任分担，スタッフ

数，技術力 

技術力 

維持管理サイクルに係わる直営・民間委託の現状，ラ

イフサイクルコスト分析・予防保全の有無，性能現実

型契約の可能性 

基準類 現状および準用基準類 

データシステム
台帳・データベース化の有無，データ更新状況，利用

状況 

機材 現状および保有台数 

 

表-3  JICA プロジェクトに対する主要調査内容 
 

概要 

背景，課題，目標，対象機関，対象地域・道路，成果，

詳細内容，期間・コンサル人員配置，問題点の対策，

相手側の投入，必要な追加活動，プロジェクトに関す

る問題点，課題・教訓 

作成基準類 

作成したマニュアル・基準，概要・特徴，成果，マニ

ュアル作成の参考基準から変更・追加した内容，課

題・問題点・教訓 

機材調達 

有無，選定理由，成果，使用状況，指導方法，プロジ

ェクト終了後の活用計画，必要追加機材およびその理

由，機材投入に関わる課題・問題点・教訓 

パイロット 

プロジェクト 

有無，目的，パイロット工事の必要性，成果，内容，

費用，工事実施者・監督者，課題・問題点・教訓 

JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書を元に

筆者らが作成（表-1，2，3） 

 

中南米 3 カ国の計 9 カ国を対象国とした（10 プロジェ

クト）．表-4に各国の基本データを示す． 
対象とした 9 カ国では，経済成長のための基幹イン

フラである幹線道路（特に国道）も未舗装な道路があ

り，中には 2 割程度の国道舗装率という国もある．道

路の維持管理と同時に，新設を含む道路整備も併せて

行うことが必要な状況にあると言える．対象国の社会

経済概況に関しては，DAC（開発援助委員会）による

区分に従い（プロジェクト開始時期における区分），高

中所得国（コスタリカ，チリ），低中所得国（フィリピ  
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表-4  対象国の基本データ 
* HDI: Human Development Index, UNDP  

JICA 道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書を元に筆者らが作成 

 

ン，ボリビア），低所得国（ケニア，キルギス，タンザ

ニア），後発開発途上国（東ティモール，アフガニスタ

ン）に分類できる． 
道路概況に関しては道路延長，道路密度，国道の舗

装率等について取り纏めたが，DAC の区分との関連性

はあまり見られなかった．道路延長は，後発開発途上

国の道路延長が比較的短く，道路密度は，コスタリカ

やフィリピンなど高中所得及び低中所得に属する国の

道路密度（約 700km/1000km2）が突出して高い．国道

等の舗装率に関して，後発開発途上国である東ティモ

ールおよび高中所得国は 60%以上と高く，低所得国で

は 40%程度以下と低い傾向にある． 
東ティモールの高い国道舗装率は，インドネシア領

時代に，優先的に道路整備が行われた結果と考えられ

る．アフガニスタン，東ティモールは Conflict Affected 
Country（紛争影響国）であるが，今回この特殊要因に

関する分析は行っていない．また，市場経済移行国で

あるキルギスについても，特殊要因があるかどうかの

分析は行っていないが，旧ソ連からの独立に伴いロシ

ア人技術者が流出したこと，独立前に受けていたモス

クワからの維持管理に対する財政支援の激減等の影響

はあると考えられる． 
 

 

3.  道路・橋梁維持管理の現況と協力現状 
 

(1)  維持管理サイクル 

道路・橋梁の維持管理は，点検計画，点検，評価・

判定，維持・修繕・改良計画，実際の維持・修繕・改

良といった作業手順によるサイクルを形成することに

より，効果的・効率的な維持管理が可能となることが

知られている．このサイクルは PDCA と類似した概念

となっている．つまり，Plan（点検計画を立て），Do
（点検計画をもとに点検を実施），Check（点検結果か

ら原因の特定と評価・判定を行い補修等の必要性を判

断），更に再度 Plan（評価・判定結果により維持・修繕・

改良等の計画を立て），Action（計画に基づき維持・修

繕・改良の実施）を取り，Action の結果を次の Plan（点

検計画）へフィードバックということになる．これま

でこの PDCA の概念を取り入れた様々なサイクルが提

案されているが，開発途上国の状況も勘案し若干簡略

化した維持管理サイクルを図-1に示す． 
また，維持管理サイクルを形成するためには，資金，

組織・人材，技術力，基準類（マニュアル類を含む），

データシステム，機材などの基幹となる 6 要素が必要

である．このサイクルの個々の作業の効率化を図って

いくこと，さらに個々の作業の意味と作業間相互の関

係を理解して統合化されたサイクルを効率的に回すこ

とも重要である． 
次に，損傷が深刻化してから対策を行う事後保全か

ら，損傷が軽微な段階で対策を開始する予防保全に転

換し，道路施設の LCC を縮減することが維持管理シス

テム全体の効率化の点で重要である．そのため評価・

判定後に劣化予測及び LCC を推計した上，補修計画等

を作成することが望ましい． 
 

(2)  対象国の維持管理のタイプ 
維持管理に必要な点検計画，点検，評価・判定，維

持・修繕・改良計画及びその実施といった一連の作業

に関し，本調査・研究では充実度に応じて 3 タイプ（A， 

対象国 人口(万人) 
GDP／人
（US$) HDI* 国土面積（万

km2) 
道路総延長（km）

1000人当たりの道
路延長（km） 

道路密度 
km/1000km2 

幹線道路舗
装率% 

フィリピン 8,623 1,484 0.751 29.2 205,500 2.38 703.8 70(国道)
 (2006) (2006) (2007)  (2007)   (2007) 

ケニア 3,655 623 0.541 58.3 197,977 5.42 339.6 50 
 (2006) (2006) (2007)  (2008)   (2008) 

タンザニア 3,848 387 0.467 94.6 85,000 2.21 89.9 15 
 (2005) (2005) (2006)  (2008)   (2008) 

コスタリカ 440 5,053 0.846 5.1 37,273 8.47 730.8 60(国道)
 (2006) (2006) (2005)  (2006)   (2006) 

チリ 1,318 2,543 0.878 75.6 80,694 6.12 106.7 65 
 (1990) (1990) (2007)  (1998)   (1998) 

ボリビア 901 974 0.729 110 67,076 7.44 61.0  28(国道)
 (2004) (2004) (2007)  (2006)   (2006) 

キルギス 526 539 0.696 19.8 33,840 6.43 170.9 17 
 (2006) (2006) (2005)  (2008)   (2008) 

東ティモール 107 651 0.514 1.4 60,040 5.64 431.4 62 
 (2005) (2005) (2005)  (2006)   (2006) 

アフガニスタン 2,609 285 不明 65.3 34,782 1.33 53.3 10(全体)
 (2006) (2006)   (2008)   (2008) 

日本 12,769 39,731 0.960  37.8 1,266,770 9.92  3351.2  80 
 (2008) (2009) (2007)  (2009)   (2008) 
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出所 : JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書 

図-1  維持・管理の流れ 

 
 

出所 : JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書 
 

図-2  タイプ別の維持管理サイクル 

 

B，C）に大別した．図-2に上記分類を今回の対象国の

道路・維持管理の状況に当てはめてみたものを示す． 
タイプ A：なんらかの計画により，点検，評価・判定，

維持・修繕・改良に至る一連の作業を実施． 
タイプ B：点検，判定，維持・修繕・改良を計画立案

無しに実施． 
タイプ C：損傷の発見後，場当たり的に維持・修繕・

改良を実施．損傷の評価・判定や維持・管

理にかかる計画等は未実施． 
 
(3)  対象国の維持管理の現況 
各国の維持管理の現況を，維持管理サイクルを形成

するための基幹となる要素毎に表-5に取り纏めた．組

織・人材，機材，技術力といった項目が，全体的に不

足していることがわかる．基準やデータシステムは不

備や未整備の状況が目立ち，有効に活用されていない

といった問題が存在している．これらの状況より，維

持管理サイクルを十分に形成できない状況にある． 

 
a)  資金関連 

対象各国には，表-6 に示す通り 6 種類の財源の種類

がある（燃料税，通行料，車両登録料，重量税，過積

載車両罰金，道路開発税）．アフガニスタン及び東ティ

モールを除いて（チリの運用は不明）維持管理基金の

制度はあるが，道路・橋梁維持管理に対して特定財源

化されている（制度化されている）国は 5 カ国となっ

ている（フィリピン，ケニア，タンザニア，コスタリ

カ，ボリビア）．また，全ての対象国において，維持管

理予算が不足している状況にある他，図-3に示すよう

に現状の維持管理費用であっても，道路基金からすべ

てを捻出できない国が多い．予算不足の他，維持管理

サイクルの基幹要素の整備レベル・充実度から適切な

優先度付け，コストの見積もり等の問題もあり，財源

が効率的，効果的に配分されていない状況もある． 
b)  組織・人材関連 

近年世界銀行等の勧告を受けて，道路・橋梁の維持

管理部門を公社化する動きが，アフリカ諸国を中心と

して見られる．しかし，組織上，政策と実施が分離さ

れているのは，タンザニア及びケニアのみである．ま

た，道路基金を管理する組織があるのは，タンザニア，

ケニア及びフィリピンのみとなっている．人材不足及

び育成の不十分な状況も対象国 9 カ国中 6 カ国で指摘

されている．その他，維持管理のための組織整備及び

組織の持続性の確保の課題もある． 
c)  技術力                 

官・民双方の技術力の不足，特に管理と監理に関す

る技術力不足の指摘が多いが，基本的なハード面の技

術力も問題とされている．タンザニアの事例では，技

術者によっては，試験方法が適切でないことに気付か

ないケースや，現場で使用されている材料が仕様書に

規定された性質を有しているか，判断力を有していな

いケースも報告されている．また，チリ，キルギスで

は技術者の高齢化と後継者への技術移転が問題と指摘

されている． 
d)  基準類 
基準類が全国的に統一されていない国が 3 カ国あり，

点検・評価・判定結果を比較して総合評価することが

困難な状況が指摘されている．また，点検作業の方法

や手順，内容等が複雑で実用的でない国もある． 
e)  データシステム 
道路台帳の基礎データが未整備，存在しても地域毎

であり統一されていない問題，データの未更新，デー

タが統合管理されていない等の問題がある． 

f)  機材 
維持管理用の機材不足か老朽化のいずれかの問題を

抱えている．その他，適正な機材が調達されていない

こと，また機材そのものの維持管理が十分でない状況

も指摘されている． 
 

(4)  タイプ別の状況（違いと共通点） 
タイプ別に維持管理の状況をみると，タイプ A の国 

 
点検計画 

点検 

評価・判定 
維持/修繕/改良計画 

維持/修繕/改良 

 

資金 

組織 

人員・機材 

技術力

基準・
マニュアル

データ
システム

維持・管理サイクルの 

効率化 

資 金

組 織
人 材

機 材

技術力

データ
システム

基準類

点検

判定

維持／修繕／改良

点検

判定

維持／修繕／改良

キルギス、東ティ
モール、アフガニス
タン

コスタリカ、
チリ、ボリビア、

フィリピン
タンザニア

タイプA タイプCタイプB

維持／修繕／改良

維持／修繕／改良
計画

判定

点検

ケニア

維持／修繕／改良

判定

点検

点検計画

維持／修繕／改良

判定

点検

点検計画

維持／修繕／改良

損傷の発見

維持／修繕／改良

損傷の発見点検

維持／修繕／改良

判定
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表-5  維持管理の現況 
 
国名 

資金 
（基金） 

組織・ 
人材 

技術力 基準類 データシステム 機材 

フ ィ リ ピ
ン 

（有） - 
不足：補修工事の経験
不足による官・民の能
力不足 

有・複雑：マニュアルは多数あるが
内容が複雑 

有・不備：台帳，データシステムはあ
るが，維持管理計画に利用されていな
い 

老朽化 

ケニア （有） 不足 
不足：官・民の能力不
足 

有・不備：世銀が作成した維持管理
マニュアルがあるが，内容が不明 

台帳有：台帳はあるが，データシステ
ムは無い 

有：舗装機材等あるが，
少ない 

タ ン ザ ニ
ア 

（有） - 不足：民間の能力不足 
有・不備：マニュアルは多数あるが
統一されていない 

整備中：EUの援助により整備中 
不足：民間補修の機材の
不足 

コ ス タ リ
カ 

（有） 不足 
不足：官・民の能力不
足 

有・不備： マニュアルはあるが統
一されていない 

有・不備：台帳，データシステムはあ
るが，共有・認識が不十分 

不足：地方事務所におけ
る機器類などが不足 

チリ - 不足 
不足：技術者の高齢化，
後継者の育成不足 

有・不備：マニュアルはあるが統一
されていない  

有・不備：台帳，データシステムはあ
るが，組織的な対応となっていない 

- 

ボリビア （有） - 
不足：機材が貧弱なた
め，能力が向上しない 

有・不備：道路維持管理マニュアル
はあるがほとんど利用されていない

有・不備：MS-Access，GISを用いた
データベースはあるが，橋梁台帳の統
一様式は未作成 

不足：機材が少ない・貧
弱 

キルギス （有） 不足 不足：技術者の高齢化 無 
有・不備：台帳，データシステムはあ
るが，利用されていない 

- 

東 テ ィ モ
ール 

（無） 不足 
不足：全般的に能力不
足 

無 
台帳有：台帳はあるが，組織的に運用
されていない 

不足：建設機材等はある
が，少ない 

ア フ ガ ニ
スタン 

（無） 不足 
そもそも人材がいない 有・不備：道路維持管理マニュアル

はあるがほとんど利用されていない
無 

不足：維持補修機材はあ
るが，少ない 
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表-6  各国の財源と道路基金の管理 

 

*コスタリカ，ボリビアは特定財源化されているが，特定の管理組織なし 

JICA 道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書を元に

筆者らが作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

図-3  道路予算に占める道路基金及び道路維持管理予算 

の割合 

 

 

 

では維持管理基金の特定財源化（制度化）が図られて

おり，不備はあるものの，基準類およびデータシステ

ムが存在する．タイプ B の国でも，基金の制度化が図

られている国がある．但し，特定財源として管理する

組織は未整備となっている．不十分ではあるが，基準

類やデータシステムが存在するという点ではタイプ A 
に類似している．タイプ C では，基金制度，基準類，

データシステムが存在する国は僅かであり，ほとんど

の項目で不備が目立つ． 
タイプに関係なく，全対象国で組織・人材，技術力，

機材といった基幹要素及び維持管理サイクルの効率化

が不十分である．特に，データベースの確立も不十分

なことから，全対象国で維持管理の必要性及び重要性

が十分に理解されていないとの指摘がされている．更

に実際，不十分なデータベースと劣化予測・LCC 算定

技術の不足等により，劣化予測のシミュレーションを

実施して，LCC を考慮に入れた維持管理の対象道路，

区間の優先度を決定するようなシステムとなっている

国もない．つまり，維持管理システム全体の効率化も

なされていない状況にあると言える．これについては，

日本でも地方自治体では十分でない状況にあるとの報

告がある 4)． 
民間委託については，表-7に示す通り実際の維持・

修繕・改良維持について，全対象国とも進んでいる．

フィリピンにおける 70％，タンザニアの 95％が維持管

理作業の実施において民間委託となっている点が目立

つ． 
世界的に 1990 年代に入り，様々なインフラの維持管

理は官直営から民間活用への流れにあり，現在は PPP 
（Public Private Partnership）へとシフトしてきている．

開発途上国においても，今後は財源の問題，民間業者

国名 財源の種類 道路基金の
管理組織 

特定財源化
（制度化）

フィリピン 燃料税，通行料，車両登録料 道路評議会 ○ 
ケニア 燃料税，通行料 道路委員会 ○ 
タンザニア 燃料税，通行料       

過積載車両罰金 
道路基金委
員会 

○ 

コスタリカ 燃料税，通行料，車両登録料 無し ○* 
チリ 過積載車両罰金，重量税 無し  
ボリビア 燃料税，通行料 無し ○* 
キルギス 燃料税，車両登録料， 

道路開発税 
無し  

東ティモー
ル 

 無し  

アフガニス
タン 

燃料税，車両登録料 無し  

：タイプ A    ：タイプ B    ：タイプ C    ―：記述無し   ＊ 維持管理資金はすべての国で不足している 

** * *0 
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の実施能力及び発注者側の監理能力の課題はあるもの

の，さらに民間活用が進むと考えられる．特に性能規

定型維持管理契約を導入すると，従来の方式に比較し

15％から 40％のコスト縮減効果があると報告されてお

り 5)， 開発途上国では表-8に示すように中南米での導

入が進んでいる． 
 
(5)  技術協力プロジェクトの現状 
表-9に対象とした技術協力プロジェクトの概要を示

す．例外的にチリが 90 年代であるが，事例が少ない南

米の案件であり，かつ橋梁が対象となっているため加

えることとした． 
a)  目標とするタイプ 
維持管理サイクルの現況にかかわらず，対象 10 プ

ロジェクトは，全てがタイプ A への充実，あるいはス

テップアップを目標としてプロジェクトを実施してい

る． 
b)  項目について 
対象プロジェクトが，6 基幹要素（資金，組織・人

材，技術力，基準類，データシステム，機材）に対し

てどの程度協力項目としているか，図-4 に示す（各要

素への対応プロジェクト数）．技術力向上や基準の充実，

組織体制の整備といった協力項目に重点を置いている

一方で，資金に関する技術協力は，全対象 10 プロジェ

クトのうち 3 プロジェクトのみ（ケニア，タンザニア，  

東ティモール）である． 
c)  各基幹要素への協力状況 
各基幹要素（協力項目）への取り組み状況について

は，以下の通りとなっている． 
まず資金関連では，ケースは少ないものの予算運用

と配分に関する協力事例がある．道路基金委員会の監

査能力の向上（タンザニア），道路維持管理財源の運用

と予算配分の改善（ケニア）及び道路維持管理予算の

編成能力の向上（東ティモール）が実施されている．

また，タンザニアでは現状調査から予算書作成，工事

発注に至る一連の流れについて研修を行っている． 
次に組織・人材については，既存組織の改善・強化

及び部署間，他の組織との連携に関する支援，維持管

理の専属部署の新規設置に関する協力が行われている． 
更に，技術力向上への取組み状況については，講義，

講習や OJT を通じて点検，評価，計画策定，修繕・補

修技術，工事監督，監理まで幅広く行われている．OJT
の一環としてパイロット工事も実施している．タンザ

ニアでは，一部民間業者を対象に入れた技術力向上に

関する協力も行われている．基準類については次の節

で詳しく述べる． 
データシステム関連を見ると，台帳整備や地理情報

システム（GIS）を用いたデータベースの作成，工事単

価積算プログラム作成等の協力が行われている． 
機材関連では，OJT 等に使用する維持管理用機材及 

 

表-7  対象国の維持管理実施形態（直営，民間委託） 
 

出所 : JICA 道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書およびアンケート調査 
※1 タンザニア道路公社  ※2 国家道路委員会が民間へ発注 
※3 点検，維持，小規模修繕は，村落単位で組織されたミクロエンプレッサにより実施．大規模修繕，改良は，民間業者により実施 
※4 有料道路の維持管理はコンセッション契約による民間活用により実施されている． 

 
表-8  中南米における性能規定型維持管理契約の実績 

 
国 名 契約数 延長（km） 契約期間 維持管理形態 

アルゼンチン 70 14,918 4～5 年 初期修復／日常管理 
ブラジル 8 2,193 3～5 年 初期修復／日常管理 
チリ 2 747 5 年 初期修復／日常管理 
コロンビア 285 11,795 1 年 日常管理 
グァテマラ 130 4,200 1 年 日常管理 
ホンジュラス 36 1,670 1 年 日常管理 
ニカラグア 27 1,250 1 年 日常管理 
ウルグアイ 20 4,185 2～5 年 日常管理／定期管理 
出所：Regional Seminar on Performance-Based Management 
Maintenance Contracts Regional 
Arusha, Tanzania, February 28-29, 2008 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出所 : JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書 

 
図-4  協力項目に対応するプロジェクトの数

維持管理 
サイクル 

フィリピン ケニア タンザニア 
コスタリカ
（橋） 

チリ（橋） ボリビア キルギス 東ティモール 
アフガニ
スタン 

点検計画   直               
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※3   直   
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改良計画 

直   直※1             
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表-9  プロジェクトの概要 
 

プロジェクト名で調査となっているものは，調査の中で技術協力プロジェクトの内容が入っているケース 
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び点検・詳細調査用機材などの供与と資機材管理シス

テムの構築支援を実施している． 
この他，効率化について，ケニアのみではあるが維

持管理システム全体の効率化のため，予防保全に配慮

した補修計画策定の技術移転の実績がある． 
 

(6)  基準類 
前述の通り，JICA のプロジェクトでは組織・人材，

技術力，基準類に関した協力が比較的多い．この中で，

維持管理の各種基準類について協力状況を整理してみ

た． 
a)  維持管理に必要となる基準類 
基準類には，まず，評価・判定，維持・修繕・改良

の実施マニュアルといった維持管理作業に直接必要と

なる基準類がある．例として設計基準，品質管理基準

等が挙げられる． 
次に維持管理業務を管理及び監理するための基準類

がある．具体的なものとして以下がある． 

・ 道路台帳や維持管理履歴などの維持管理に係るデ

ータ・情報を管理する手順を示した指針 

・ 維持管理工事費などを積算する手順書である積算

指針 

・ 入札・契約の内容を詳述する入札・契約指針，維持

管理作業結果を照査・評価するための監査指針 

・ 直営による維持管理の場合の施工管理基準 

・ 民間委託の場合に重要となる施工監理基準 

b)  JICA による技術協力で作成した基準類 
JICAによる技術協力では対象9カ国において，表-10

に示すように 33 の基準類を作成している．JICA では

現地の実情に合わせた基準の作成を方針の一つとして

いる． 
その他，基準類作成への支援について，JICA は多く

のスタッフが個々に点検，診断・判定等を行う際にそ

の尺度を統一することが可能（技術基準類の作成）と

なることを重視している．更に，施工監理基準作成に

よる品質向上，工費削減といった維持管理システム全

体の効率化を図りつつ，維持管理手順指針等を作成し

て維持管理組織の発注業務（内容・量・方式の決定か

ら入札，契約，工事監理まで）の円滑化を図ることに

より，民間委託の推進に寄与することも JICA は重視し

ている． 

 

(7)  他の援助機関の支援状況            

世界銀行や ADB など他の主要援助機関は，90 年代

に始まった欧米の New Public Management の概念に基

づき，1）成果主義，2）政策と実施部門の分離と実施 

国名 プロジェクト名 期間 1.プロジェクト目標 2.特筆すべき活動 対象機関 

フィリピン 
道路・橋梁の建設・維持にかかる品質
管理向上プロジェクト 

2007 年 2 月 －
2010年2月 

1.地域事務所の道路・橋梁維持管理能力向上(施工管理能力
及び点検・補修技術) 

2.技術力の強化，道路・橋梁維持管理の技術マニュアルの整
備 
 パイロット工事 

公共事業省 

ケニア 道路維持管理システム整備計画調査 
2000年 11月－
2003年1月 

1.道路維持管理システムの構築 
2.点検・評価，実施マニュアルの作成 
 道路基金を管理する道路委員会と他の実施機関（道路省，
自治体等）との役割，権限の分担に関する分析 

道路省，自治省，ナイ
ロビ市他，道路委員会

ケニア 道路維持管理プロジェクト 
2005年 12月－
2009年3月 

1.補修技術等の指導による道路維持管理の効率化 
2.特別道路維持管理ユニットの設立，パイロット工事 
  ナイロビ市内の道路省管轄道路について，実際の補修計画
作成，予算措置と運用についての指導と助言 

道路省 

タンザニア 
道路メンテナンス監理能力支援プロジ
ェクト 

2004 年 2 月 －
2009年3月 

1.道路公社設立に伴う道路維持管理の改善 
2.道路公社の手続き改善，メンテナンスハンドブック作成， 
道路基金委員会の技術監査能力改善，建設業者登録委員会
の研修プログラム改善 

道路公社，道路基金委
員会，建設業者登録委
員会 

コスタリカ 
橋梁復旧計画・維持管理能力向上プロ
ジェクト 

2005 年 9 月 －
2007年1月 

1.橋梁の維持管理能力の向上 
2.橋梁維持管理総合改善プログラムの作成 
橋梁維持管理諮問グループの組織化 

公共事業省，国家道路
委員会 

チリ 
全国橋梁整備補修計画調査フェーズ 
1 

1991年 10月－
1993年2月 

1.橋梁の補修計画の策定，データベースの構築 
2.橋梁補修優先度判定システム・橋梁データベースのコンピ
ュータ化 

公共事業省 

ボリビア 主要国道道路防災予防調査 
2005年 10月－
2007年10月 

1.道路防災管理能力の向上 
2.道路防災対策室設立の提案，マニュアル・道路台帳等の改
善 
 パリロット工事 

公共事業省運輸次官室
直轄の道路管理局 

キルギス 道路維持管理能力向上プロジェクト 
2008 年 3 月 －
2010年10月 

1.道路維持管理能力の向上と実施体制の見直 
2.新たな道路台帳の作成，舗装設計マニュアルの整備 
 パイロット工事 

運輸通信省 

東ティモール 道路維持管理能力向上プロジェクト 
2005 年 6 月 －
2008年3月 

1.道路維持管理及び災害復旧能力の向上 
2.データベースの必要性理解と活用，予算編成能力改善 
 パイロット工事 

公共事業省 

アフガニスタ
ン 

道路維持管理分野システムの構築及び
人材育成プロジェクト 

2008 年 2 月 －
2011年1月 

1.道路維持管理体制の構築(カブール地域事務所管轄区域) 
2.人材育成，道路維持管理システムの構築，パイロット工事 

公共事業省 
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表-10  JICA の技術協力で作成した基準類 
 

出所 : JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書 

 

部門への市場メカニズムの導入（民間委託と民営化），

3）顧客中心主義などを提示しており，道路維持管理分

野においても民間セクターの参入や成果主義を広く求

めている．また，他の援助機関の維持管理に係る支援

は，技術的な支援以外に資金や組織・制度面での改善

を特に強調している．その結果多くの国で組織・業務

体制に変革をもたらした．これらは，資金の配分や業

務実施に合理性をもたらす等の成果を上げている．一

方，現地事情の考慮に問題があると思われるが，十分

な運用が行われず，制度や枠組みだけが置き去りにさ

れた例もある 6)．以下に維持管理サイクル形成のため

の基幹となる要素毎に，世界銀行や ADB などの他援

助機関の支援概要をまとめる． 
a)  資金・財源 
道路利用者負担による道路基金を維持管理財源とし

て制度化し，効率的に運用する支援が行われている． 
b)  組織・人材 
まず，民間活用や組織体制の構造改革などを中心と

した協力が行われている．また，世界銀行を中心に，

成果主義に基づいた民間活用による性能規定型の維持

管理を推進しており，中南米を中心に多くの実績があ

る．雇用創出効果がある労働集約型（LBT：Labor Based 
Technology）の維持管理の導入（中南米及びアフリカ）

推進している． 
更に，組織改革に関して維持管理のための新組織設

立や，道路基金委員会設立等への支援も行われている．

但し，政治的な影響を受けやすく，これらの機関設立

は容易ではない上，設立後も良好に機能させることに

かなりの労力を必要としている例もある 7)． 
c)  技術力 
講義・講習，セミナー，ワークショップ，OJT 等の

活動を中心とした支援を行っている．ADB は，外部委

託における契約管理やモニタリングに必要な監査能力

向上のための支援を強化している． 
d)  基準類 
講義・講習等において基準類が作成・活用されてい

るものと推測されるが詳細は不明． 
e)  データベース 
世銀等により，HDM4（Highway Development and 

Management Model）などを活用した基礎データ整備及

び維持管理データベースシステムの作成支援が行われ

ている．この他，作成されたデータベースを活用し，

維持管理の優先度を決める予算システム構築の支援が

行われている． 
f)  機材 
プロジェクト単位での支援が行われている可能性は

あるが詳細は不明． 
 

 

4.  技術協力による今後の方向性  
 

対象国，対象プロジェクト及び他の援助機関の協力

のレビューから，教訓と課題を整理し今後の道路・橋

梁維持管理への協力の方向性を提言する． 
 

(1)  教訓と課題 
a)  課題の総括 
開発途上国側の課題として，前述の道路・橋梁維持

管理サイクルそのものに関する課題が多い．まず，維

持管理サイクルが十分に確立されていない．維持管理

サイクルの中の点検計画から維持・修繕・改良までの

各作業の内容と精度，実施方法等にも課題があり，改

善の必要性がある．各基幹要素ほぼすべてについて課

題があり，今後充実・強化の必要性がある． 
次に，維持管理サイクルを効率的に回すマネジメン

ト能力改善も必要である．この点は維持管理に関する

必要性・重要性の認識が不十分である状況も関連して

いる．特に，維持管理全体のシステムの効率化につい

ての重要性の認識が薄い． 
他方，援助機関側としても，現地事情を十分考慮し

ているかについては課題もある． 
b)  教訓 
第 1 に基本的な教訓であるが，対象国及び実施機関

の実情をよく考慮することが重要である．前章で維持

管理のタイプを A から C まで 3 分類とした．その中で

も共通点はあるが，維持管理サイクルを構成する各作

基準類 主な内容 対象国 
（1）技術基準類（20） 
1.1 道路・橋梁維管理マ

ニュアル 
点検，評価・判定，維持・
修繕・改良 

タンザニア，ケニ
ア，チリ，コスタ
リカ，キルギス，
フィリピン，東テ
ィモール 

1.2 道路防災マニュアル 危険区域点検，道路防災管
理，警戒・警報システム，
災害時緊急対応，防災対策
工 

ボリビア，東ティ
モール 

1.3 維持管理手順指針 道路データ収集，維持管
理・予算計画，組織体制，
維持管理計画策定，入札・
契約，監査などの手続き 

タンザニア，アフ
ガニスタン，  
東ティモール 

（2）監理業務基準類（6） 
2.1 技術監査 監査計画，記録結果の評価，

プロジェクト監査など 
タンザニア 

2.2 データシステム 操作方法，管理方法など タンザニア，チリ
コスタリカ，東テ
ィモール 

2.2 道路維持管理単価積
算プログラム 

維持管理工事費などを積算
する手順書 

タンザニア 

（3）設計・施工監理基準類（7） 
3.1 設計指針 舗装設計マニュアル，のり

面保護ガイドなど 
キルギス，東ティ
モール 

3.2 品質管理指針 土質/アスファルト/コンク
リート/材料試験など 

東ティモール 
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業，6 基幹要素についての現況を詳細に見れば，各国

の実情，状況は異なっている． 
相手国により実施可能な維持管理の技術レベルの現

状を調査し，これを基に協力により達成可能と想定さ

れる技術レベルを設定する必要がある．これまでの技

術協力プロジェクトでは，国毎に異なる道路の維持管

理体制・状況を考慮し，目標・成果・活動内容を検討

し，道路維持管理行政の体制面の整備，能力の強化，

マニュアル等基準類の作成をカスタムメイドで支援し

てきている．この方針は今後も強化すべきである． 
基準類を例に取れば，技術者の技術的な知識・経験

不足から有効活用されない基準類等があるとの指摘が

あり，イラストや写真などを活用し，点検方法や評価

基準を明確にしている事例がある．識字率の問題，英

語等の国際語の普及の問題も有り，イラスト・写真の

活用は効果的である．アフガニスタンでは現地語のダ

リー語でマニュアルを作成している．ADB のキルギス

のプロジェクトでは，FIDIC 契約書雛形のロシア語版

作成を支援した例もある．一方，世銀により導入され

た HDM4 が英語を使う仕様となっているため，十分に

活用されていないという報告もある． 
言語の他，現地の教育事情を考慮した例として東テ

ィモールの例が特筆される．東ティモールでは，英語

が普及していないこと，インドネシア語でインドネシ

アの技術教育を受けた技術者等が多いことから，リス

クはあるがインドネシア人技術者をプロジェクトのメ

ンバーに入れざるを得なかった．結果的には同じ技術

者同士ということもあり大きな問題は起こらず，効果

的であったことが報告されている． 
第 2 に技術協力プロジェクト実施の現状から，OJT，

特にパイロット工事の有効性が挙げられる．セミナー

開催，講義実施に加え実習が重要なことは他のセクタ

ーの例からも認識されている．更に，実際に使用する

道路等補修工事をパイロット工事として実習の一部に

組み込むことが，各援助機関からも有効であると報告

されている．  
パイロット工事の有効性として，まず実際に維持管

理サイクルを回してみることができる点が挙げられる．

また，開発途上国では理論は習得しても実践に活かせ

ない（活かそうとしない）技術者も多いが，パイロッ

ト工事に参加する技術者から，技術力向上の効果の他，

インセンティブ向上（実際の道路を補修したという臨

場感と達成感）が期待できる．これらの他，目に見え

る成果が出せることと，作成した基準類等が実際に使

用され，参加する開発途上国の技術者に問題点を気づ

かせ，改訂する必要性の認識を持たせる効果もある． 
特筆すべき点として，維持管理の重要性を現場の関

係者のみならず，利用者，財政当局・政治家等へ認識

させるための広報効果もある．物理的な工事ではない

が，ケニアの例では実際に道路省も参加させ，ナイロ

ビ市内で実際の道路補修計画と予算計画の策定を行っ

た例もある． 
今回対象とした 9 カ国のプロジェクトの内，6 カ国

でパイロット工事が技術協力の一環として導入されて

いるが，今後も積極的にパイロット工事の導入を進め

るべきである．但し，留意点として実際に供用するも

のであるので，パイロット工事を協力の一環とするた

めには，日本人専門家等の十分な支援が必要である． 
第 3 に現地の協力対象機関の技術者との共同作業の

有効性が，基準類の作成状況から見て指摘できる．基

準類は共同作業の成果品が目に見える利点があり，参

加意識の向上により，積極的な利用が期待できる．対

象国の技術者自身が作成に参加するため，レビュー，

改訂が容易な点も指摘できる．第 1 の教訓にも関連し

て，共同作業により自国の状況にあった基準類が作成

され易い． 
一般的に受身の姿勢が強い開発途上国の技術者と共

同作業を行うには，当初余計な負担と取られるため日

本人専門家との軋轢が発生しやすい．忍耐強く説得し

簡易なものから共同作業を開始して見える成果を出す

等の工夫が要求される． 
第 4 に，今回の質問票調査回答（表-3）から，維持

管理組織の技術者等を日本における研修へ参加させる

ことが，効果的との教訓が得られている．自国での状

況をよしとする意識の技術者，東南アジアと異なり日

本に対する信頼感が薄い主にアフリカの技術者（日本

はヨーロッパ諸国・米国と比べ技術的・経済的に同等

ではないと思っているケース）が，プロジェクト運営

上問題となることが指摘されている．この問題に対し，

日本での研修に参加させた結果，意識改革と日本の技

術への信頼感醸成に極めて有効であったとの事例が多

く報告されている．また，実際問題として，一般的に

給与が十分でない開発途上国の技術者に対して，イン

センティブ向上の効果（先進国の日本訪問ができ，か

つ技術研修で新しい知見を習得できる等）も大きいと

されている． 
第 5 に，上記を総括して複眼的な視点，その他長期

的な視点も重要と考えられる．複眼的，長期的に，維

持管理に必要かつ投入可能なリソースを考慮して，総

合的に課題を解決することが重要な教訓として得られ

ている．いわゆる，より戦略的な協力計画策定の強化

を図る必要がある． 

 

(2)  今後の技術協力の方向性への提言と留意点 
a)  道路・橋梁維持管理の協力のあり方 
道路・橋梁維持管理の協力項目として，表-5に示し
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た 6 基幹要素（資金から機材）に対するものと効率化

が挙げられる．これらの協力項目に対し援助機関・被

援助国側双方が合意すべき戦略目標を設定する．これ

らの各戦略目標に対応して表-11 に示すように重要な

取り組みや活動内容を設定する． 
b)  協力決定の流れ 

技術協力プロジェクト要請の背景及び目的を把握し，

対象国の道路セクターにおける維持管理の現状を把握

する．次に現状確認をもとに，まず維持管理サイクル

の現状が図-2に示したA～C のどのタイプに相当する

か把握し，タイプに応じて維持管理サイクルを改善し

ていくよう取り組んでいく．その内容は 3 ステップに

大別できる．表-12 に示す通りステップ 1 は，場当た

り的な修繕／改良からの脱却（タイプC からタイプB）
である．ステップ 2 は計画に基づいた点検，評価・判

定，維持・修繕・改良（タイプ B からタイプ A）へ改

善することである．そしてステップ 3 は，タイプ A の
状況に加えて，予防保全等を導入し，維持管理システ

ム全体の効率化を図ることである．プロジェクト規模，

対象国の状況によっては，タイプ C からタイプ A の
状態に改善することも可能である． 
協力項目の検討は，前述の現状確認事項に留意の上，

資金，組織，技術力，基準類，データシステム，機材，

維持管理システム全体の効率化などの項目毎に整理・

評価し，協力重点項目の検討を行う．さらに，戦略目

標については，ケースにより主となる取組みと副次的

な取組みにも区分する．これらの結果をもとに，協力

の重要な取組みや活動計画の検討を行う． 

c)  各協力項目等への方向性と留意点 
本プロジェクトにおける調査・検討結果をもとに，

JICA 技術協力による今後の方向性を基幹要素毎に以

下にとりまとめる． 
第 1に資金関連の方向性であるが，これまで JICA の

技術協力プロジェクトではあまりカバーされていなか

った財源確保についての協力がある．具体的には，制

度整備と予算配分の効率化等，財源有効活用のための

協力を充実する．対象国の状況により（政治・経済等）

制度整備への協力が困難な場合は，予算配分の効率化

に重点を置く． 
組織関連については，これまで政府関係機関内の組

織体制の改善・構築が協力の中心であった．新たな方

向性として，民間活用を考慮した組織体制の改善・構

築も検討していく． 
技術力関連では，これまでと同様に，OJT やパイロ

ット工事を重視した技術協力を実施する．更に点検，

評価・判定技術の向上により実態として精度の高い損

傷状況の把握を行う．また，点検，維持・修繕・改良

等の実作業は今後民間活用による実施が中心となると  

考えられるため，民間の技術力向上のための協力も増

加させる必要がある． 
 基準類関連の方向性については，これまでのJICA に 

 
表-11  協力項目に対する戦略目標・重要な取組み活動概要 

協力項目 戦略目標 
重要な取り組み

概要 
活動概要 

維持管理財源の

確保 

財務管理の効率

化や道路基金の

制度化 

財源や道路基金の改

善・設置，意識改革

資金 
維持管理財源の

有効活用 

財務管理の効率

化 

予算執行，監査方法，

意識改革の改善 

維持管理のため

の組織の整備 

維持管理体系の

構築 

維持管理体系の把

握・改善，本部・地

方事務所の組織構築

および役割の法整備

組織 組織の持続性の

確保 

公社化および民

間活用の検討 

公社化・民間活用の

可能性を検討，本

部・地方事務所・公

社・民間の役割分担

の法整備， 

維持管理能力の

定着 

日常点検・緊急点

検，維持修繕能力

の定着，民間活用

の検討 

必要な能力の検討，

講義・講習および実

地訓練の実施，民間

活用の可能性の検討
技術力 

維持管理能力の

向上 

定期点検，改良・

復旧能力の向上，

民間活用の検討 

必要な能力の検討，

講義・講習および実

地訓練の実施，民間

活用の可能性の検討

基準類 

基準類の整備・活

用 

実業務の基準類

の作成 

損傷の特徴・要因を

把握，技術および監

理業務の基準類作成

データ整備の継

続・更新 

基礎データ整備

の徹底 

必要データの検討お

よび記録・収集・整

理 
データ 

システム
統合データ管理 統合データ管理

の継続 

統合管理システムの

検討・構築・継続 

機材の調達 点検・詳細調査及

び維持・修繕・改

良の機材活用，民

間活用の検討 

必要機材の検討およ

び調達・効率的活用，

民間活用の可能性の

検討 

機材 
機材の長期活用 機材管理システ

ムの導入 

機材管理台帳の作

成・データベース化，

管理システムの改

善，スペアパーツ調

達および整備能力の

改善 

効率化 
道路施設の長寿

命化 

ライフサイクル

の考え方の導入 

予防保全の重要性提

示および意識改革 

出所 : JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書 

 

表-12  維持管理サイクルの向上に対する目標と取組み 

ステップ 協力項目 目標 

1 2 3 

財源確保 ○ ○ ○ 資金 

財源有効活用 ○ ○ ○ 

組織の整備 ○ ○ △ 組織 

持続性確保 △ ○ ○ 

基本能力定着 ○ ○  技術力 

高い能力向上  ○ ○ 

基準類 基準類の整備 ○ ○  

データ整備の継続 ○ ○ △ データシ

ステム 総合データ管理 △ ○ ○ 

調達 ○ ○  機材 

長期活用 ○ ○  

効率化 長寿命   ○ 

 
注）○：主となる取組み，△：副次的な取組 

出所 : JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書 
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よる技術協力で作成された基準・マニュアルなどを十

分に参考として活用し，より各国の状況にあったもの

とする．また，作成・改訂にあたり対象国の技術者を

参加・関与させる割合を増やしていく．また，パイロ

ット工事にも積極的に活用する． 
データシステム関連で最も重要なことは，最新の点

検・損傷状況を把握し，継続的なデータの更新を可能

とするデータシステムの整備である．対象国により状

況が異なるが，まずは現実的に収集・蓄積・更新が可

能なデータが何かを見極め，これらに必要な組織の改

善を行う．更に，人材を補うために，入力されたデー

タを最大限業務に活用できるサポート・システムを構

築する．この作業も可能な限り共同作業とし，OJT で

実際に使用させることも重要である． 
機材関連の協力の方向性については，民間活用等の

関連性を考える必要がある．今後，民間への委託が進

むと考えられるため，直営で保有する当該機材の今後

の活用度を考え，維持管理体制と計画等も十分に考慮

し，機材調達支援を行う． 
d)  維持管理システム全体の効率化 
維持管理システム全体の効率化を図るため，データ

の蓄積を通じた作業と維持管理サイクルの効率化に加

え，LCC 等を勘案した予防保全に関する協力を強化す

る．このためには可能な範囲で劣化予測と LCC の推算

が可能となるような協力も必要となってくる．将来的

に，アセットマネジメントの概念の導入と実施に向け

た協力を検討する． 
e)  民間活用 
前述のように今後開発途上国でも導入が進んでいく

ものと考えられ，上記 c)の複数の協力項目でも対応す

べきとしている．ただし，導入にあたっては，対象国

の状況をよく勘案し,前提条件，民間に委託すべき内容

等に十分留意して協力の計画を立案する必要がある．

この計画立案等にあたり，図-5に民間活用を進める具

体的な条件と判断のフローを示す．また，図-5に示す

ように民間活用の場合でも計画部門は直営で行い，点

検・維持・修繕の実務は民間に委託することが現実的

と考えられる． 

f)  研修 
教訓で述べたように，日本に対する信頼性の向上へ

の効果の他，維持管理の必要性・重要性を認識させる

上でも効果があると考えられる．引き続き，日本にお

ける研修を活用すべきである．また，これまでの道路・

維持管理全般の研修の他，予算状況が許せば，集団研

修として基幹要素のひとつに特化し，成果品を日本で

作成させるような研修も，意識改革と実務上の有用性

から検討に値すると考えられる．たとえば，各国より

の参加者が基準類の一つの点検マニュアルを持ち寄り， 

 

出所 : JICA道路・橋梁維持管理技術協力に関するプロジェクト研究最終報告書 

 
図-5  維持管理における民間活用の条件 

 
研修の一環として日本の例も参考にしながら，改訂版

を作成する等の研修も検討するべきであろう． 
 

 
5.  新たな分析と提言 
 

今回の調査・研究で整理された教訓と課題，今後同

様な技術協力プロジェクトを実施する場合への提言に

関し，質問票の回答と整理結果等から更なる分析を行

った．この分析と JICA 内で蓄積されている技術協力実

施上の知見，最近の問題認識も加え，筆者らは以下の

点を追加的に提言する． 
第 1 に，維持・管理サイクルと 6 基幹要素関連の回

答と整理結果から，各基幹要素の整備レベルにばらつ

きがある点とアセットマネジメントについての認識不

足に，より注目すべきと考える．従って，各基幹要素

の整備水準のバランスに留意した協力，及びアセット

マネジメントに関する協力の強化を検討することを提

言する． 
まず，維持管理サイクルを前述 A タイプへと充実さ

せることが本調査・研究で指摘されているが，今後は

サイクルを構成する各基幹要素の強化に対し，各基幹

要素の整備レベルが一定のレベルとなるようバランス

を取り，維持管理サイクル全体のレベルを上げること

が重要と考えられる．このためには，まず財源等は維

持管理予算への充当度・財源の種類を把握し，組織，

人員及び技術力等については既存の維持管理の補修等

の状況から，それらの整備レベルを把握する．次に，

スタートスタート

大きな政治的
社会的リスク

大きな政治的
社会的リスク

民間業者の技術力・
人材・機材
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安定した維持
管理財源
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政府側の
監理能力

政府側の
監理能力

業務項目業務項目

民間委託民間委託

向上のための
協力

向上のための
協力

確保のための
協力

確保のための
協力

基本方針

直営直営

無

有

有

有
有

無

有

無

計画

有

無

無

無
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対象国の実情を十分勘案して整備すべきもしくは整備

可能な各要素のレベルを，可能な限りばらつきが無い

ようバランスを取って設定する．その上で，各要素の

整備レベルを維持管理サイクル全体のレベルとの整合

性を取るよう調整する． 
各要素とも今後も強化するための協力が必要である

が，ある特定の要素が突出して強化されても，サイク

ルとしては十分に機能しないであろう．逆にある特定

の要素が不十分であればサイクルはその要素に引きず

られ，サイクル全体のレベルが低下する．実例として，

舗装の維持修繕に係る工事の数量・費用の算定や，道

路利用者費用の算出が容易に可能な世界銀行の HDM4
を導入したが，基幹要素のひとつのデータシステム等

の整備レベルが十分でないため，このシステムの運用

ができず，日本へ支援を要請している国が出ている． 
次に，維持管理サイクルと維持管理全体の効率化の

問題は，アセットマネジメントの導入に帰着すると言

える．アセットマネジメントについては，対象国の適

正レベルを考慮することが必要となってくる．アセッ

トマネジメントの内容については，日本でも明確な共

通理解が不足しているとの指摘もある 4)．さらに日本

でも狭義と広義の定義が提案されており，また，各国

での定義も英国と米国で若干違いがある 8)．このよう

な状況で日本・各国の今後のアセットマネジメントに

関する動きも見つつ，開発途上国において対象とする

国の状況を踏まえ，どのようなアセットマネジメント

の内容が効果的か，現実的か，またどのように導入し

ていくか，今後検討する必要がある． 
第 2 に，プロジェクトの活動の一環として，高等教

育機関（大学等）の教育・実習等と技術協力プロジェ

クトの活動の連携を 2 つの観点から提言する．まず，

教訓等で指摘した維持管理の必要性・重要性の認識を

高める観点があると考える．更に，プロジェクトの成

果（例として技術者等への道路・橋梁維持管理の技術

移転）を中・長期的に定着・持続させ，関係者が独自

発展させる（自立発展性）観点もある． 
関係者に維持管理の重要性を理解させることが大き

な課題とされているが，今後アセットマネジメントま

で対象国の関係者の意識をもっていくためには，社会

に出る前から教育の一環として入れることが中・長期

的には望ましいと思われる．社会人としてある一定の

経験を有した関係者・技術者等のマインドを変えるの

は容易ではないことが今回の調査・研究の質問票回答

でも報告されている．もちろん，それらの関係者・技

術者等への研修は引き続き必要ではある．しかし，よ

り長く道路・橋梁維持管理に携わり柔軟性がある若い

人材に，早い段階からこのような概念を持たせること

がプロジェクトの成果の定着，持続及び発展上，効果

的・効率的と考える． 
従って，対象国に適当な大学等の高等教育機関があ

れば，アセットマネジメントまで含めた講義実施につ

いて，プロジェクトから支援する等，プロジェクトの

活動の一部とするような検討もすべきではないかと考

える．また，ハード技術についても，大学教育の一環

として現場のニーズを反映した分野・内容を講義と実

習の一部とするために，プロジェクトが支援すること

も考えるべきである．実際，JICA の道路・維持管理研

修コースでの受講者に対する質問票調査では，舗装工

学についてではあるが大学で学んでいない，理論は一

定の理解があるが材料実験による知識がないという回

答が多いとの報告がある 9)．また，一般的な状況とし

て途上国の技術者が現場に出ない傾向にあるので，在

学中から現場経験をさせる意味はあり，プロジェクト

で現場実習を引き受けることも考えられる． 
第 3 に，今回の調査・研究で得られた維持管理財源

不足の問題を見ると，既存の維持管理の中での財源分

配の問題の他，新設と既存施設の維持管理間で財源の

分配にも問題があると考える．従って，限られた予算

を新設・既存施設維持管理間で，どのように配分すべ

きかの課題に解を与える協力の検討を提言する．この

点については，JICA 内でも新たな問題認識の一つとな

っている．日本においてもまだ十分に検討・議論が行

われておらず課題の一つとなっているが 9)，対象国で

は新設ニーズが高く，整備が進むと同時に維持管理費

用も加速度的に増加していくと考えられるため，財務

面ではより深刻な事態が発生する可能性が高い．対象

国のインフラ整備状況と経済状況を複眼的に分析し，

財務計画立案に関して助言を行えるような支援も可能

性のある分野である．但し，新設・既存施設維持管理

への適正な予算配分については，開発途上国の実情に

あったガイドライン的なものが必要であろう． 
 
 

6.  おわりに 
 

今回の道路・橋梁維持管理の技術協力プロジェクト

に関する調査・研究により，対象国の様々な維持管理

状況と課題が明らかになった．また対応した各技術協

力プロジェクトの実施状況と課題が整理でき，今後同

様の技術協力プロジェクトを実施する場合にその方向

性についての提言が可能となった． 
今後，道路・橋梁維持管理分野において，同様な技

術協力プロジェクトが複数国で計画されている．今回

の調査・研究の成果が有効に使用されつつあるが，新

規のプロジェクトの実施結果から得られる教訓，課題

等を，継続的に蓄積していくこと，さらに新たな知見
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を得ることが重要と考えられる． 
なお，本稿の内容に関し，第 4 章までは今回の調査・

研究の結果によるものであるが，第 5 章の提言等はす

べて筆者らの個人的見解であり，独立行政法人国際協

力機構及び株式会社建設技研インターナショナルの見

解を反映するものではない． 
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CONTEMPORARY SITUATIONS AND PROBLEMS OF ROAD/BRIDGE 

MAINTENANCE TECHNICAL COOPERATION PROJECTS 
 

Noriaki NISHIMIYA, Kazumasa SANUI and Yuzo MIZOTA 
 

It is widely acknowledged that roads are the most important transport infrastructure in developing 
countries. Unlike railroads requiring organizations and systems to operate, individuals can drive on roads.  
Almost all donors have assisted developing countries for new road constructions and rehabilitations. 
Report of insufficient maintenance in the developing countries, however, has been notable. As a result of 
the maintenance problems, deterioration of roads is progressing with speed more than expected. It causes 
the traffic safety problems and an obstacle of economic development. JICA and other donors recognize 
that this situation can not be overlooked and recipient countries are increasing their expectation of 
obtaining assistance on road/bridge maintenance. 

JICA has implemented over 10 technical cooperation projects for road/bridge maintenance in 
developing countries. JICA conducted a study to review those projects comprehensively. That study aims 
at obtaining problems, lessons learned and discussion material for policy making and method 
improvement for future similar projects. This report introduces the outline of the study including 
additional analysis and recommendations by the authors. 
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